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カイラル有効理論(Ch-EFT)の核力から 
新しい有効相互作用を構築 

陽子, 3,4He入射の弾性散乱を解析 

 3核子力(3NF)の効果を評価 

 

 Ch-EFTの核力に基づく微視的反応理論の基礎固め 



原子核の衝突により誘起される現象 

原子核の内部自由度のために多様な過程 

 

 

 

 

 

 

 

これらの微視的記述が最近(?)のトレンド 



 Q. 微視的とは? 

 A. 核子の自由度に基づいて記述すること 

  ⇔ 核力に基づいて記述すること 



カイラル有効理論に基づく核力決定 

 

 QCDの低エネルギー有効理論 

核子とπ中間子を自由度として記述 

 2NFや3NFが系統的に決まる 

今回用いた核力は 

     N3LO 2NF, N2LO 3NF (Λ=550MeV) 
 

 QCD basedな核力は今後の主流 

第一原理・微視的計算への適用 

多核子力効果の解明 
 

 



核反応(弾性散乱)を記述する微視的模型 

核力→有効相互作用→光学ポテンシャル 

 

 



有限核に対するτの計算は困難 

   ⇒代わりに核物質に対するτ(=g)を用いる 

 

 

 Brückner-Bethe-Goldstone方程式 

 

 

 3核子力は平均場近似の範囲内で取り扱い可 



 核力 
(Ch-EFT 2NF+3NF) 

核反応 
(多体Schrödinger eq.) 

核力 
(Ch-EFT 2NF+3NF) 

有効相互作用 
(g-matrix) 

弾性散乱 
(光学ポテンシャル) 

Brückner理論 

畳込み模型 

核反応 

DWBA, CDCC,,, 



入射エネルギー ： 65 MeV 



 



58Ni 標的 208Pb 標的 

入射エネルギー (核子当り) ： 上から 72, 85, 97 MeV 



カイラル有効理論の核力に基づく反応理論 

 2NFと3NFからBrückner理論により有効相互
作用を導出 

畳込み模型により陽子, 4He入射の弾性散乱を
解析 

 

弾性散乱をパラメタフリーに記述 

 3NFの効果は陽子散乱では小さく、4He散乱
では角度分布後方で顕著 


